
12
月
５
日（
日
）労
働
会
館

東
館
ホ
ー
ル
に
て
開
催

今
回
、
注
目
の
内
容

は
、
大
阪
府

職
労
の
小
松
委
員
長

の
講
演
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
保
健
師
増
員

を
目
指
す
運
動
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

自
身
が
受
講
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ

の
手
法
を
も
と
に
、

ど
の
よ
う
に
活
動
計

画
を
た
て
、
行
動
し

て
い
っ
た
か
、
動
画

で
紹
介
さ
れ
た
記
者

会
見
で
の
保
健
師
さ

ん
の
発
言
に
、
現
場

の
切
迫
し
た
状
況
を
感
じ
ま
し

た
。
「
下
か
ら
つ
く
る
春
闘
」

と
い
う
提
言
に
共
感
を
し
ま
し

た
。

全
体
討
論
の
な
か
で
、
全
国

一
般

煤
本
委
員
長
の
発
言
か

ら
、
日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
の
春

闘
要
求
の
立
案
過
程
で
、
皆
で

話
し
合
っ
て
決
め
た
要
求
が
意

味
の
あ
る
も
の
に
な
る
、
と
意

見
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

集
会
の
後
半
は
新
し
い
試
み

（
？
）
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
分
散
会
で
す
。
私
が
参
加

し
た
の
は
、
組
織
強
化
と
拡
大

に
つ
い
て
の
分
科
会
で
、
時
間

が
短
く
十
分
な
討
論
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
討

論
に
は
全
体
討
論
に
は
な
い
面

白
さ
が
あ
る
の
で
、
今
後
も
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
記

地
本
執
行
部
）

わ
く
わ
く
講
座
閉
講
式
が
去

る
11
月
28
日
に
労
働
会
館
で
あ

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
閉
講
式
は
、
小
畑

議
長
の
講
演
「
～
あ
な
た
も
全

労
連
へ
～
」
で
締
め
く
く
り
で

す
。
冒
頭
に
は
、
「
い
の
ち
を

守
る
緊
急
行
動
」
や
「
最
低
賃

金
」
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

に
関
す
る
運
動
の
拡
が
り
に
全

労
連
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
運

動
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
調
査

や
分
析
、
学
習
を
通
し
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
、
得
ら
れ
た
事

実
を
腹
に
落
と
す
こ
と
が
で
き

て
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
と
い
う
話
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
議
長

は
、
「
人
間
の
成
長
に
は
節
が
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全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

１
月
８
日
（
土
）
愛
労
連
新
春
大
学
集

会
（
東
館
ホ
ー
ル

13
時
30
分
～
）
・

愛
労
連
旗
開
き
（
18
時
30
分
～
）

１
月
12
日
（
水
）
愛
労
連
幹
事
会

１
月
23
日
（
日
）
愛
労
連
第
65
回
臨
時

大
会
（
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
）

１
月
27
日
（
木
）
地
本
執
行
委
員
会
⑤

１
月
28
日
（
金
）
地
本
旗
開
き
（
18
時

30
分
～
）

２
月
11
日
（
金
）
ト
ヨ
タ
総
行
動
大
宣

伝
（
名
古
屋
駅
前

10
時
30
分
～
）

編
集
後
記

早
い
も
の
で
、
今
年
最
後
の
機
関
誌
に

な
り
ま
し
た
。
毎
号
〝
綱
渡
り
〟
の
発

行
で
、
委
員
長
、
書
記
長
に
毎
回
原
稿

依
頼
を
し
て
し
の
い
で
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
急
激
に
拡

大
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
。
９

月
に
入
り
激
減
し
ま
し
た
が
、
今
月
に

入
る
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
新
型
が
世
界

で
蔓
延
し
は
じ
め
ま
し
た
。
日
本
で
も

確
実
に
感
染
者
が
出
始
め
、
少
な
か
ら

ず
不
安
で
す
。

（
Ｕ
）

２０２２

わ
く
わ
く
講
座
閉
講
式

発言する煤本委員長

リモートでも開催

閉会式の会場風景



あ
り
、
私
は
３
・
４
年
生
を
教

え
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
」

と
い
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
話

で
し
た
。

全
労
連
の
歴
史
・
運
動
の
意

義
・
到
達
点
や
課
題
と
い
っ
た

内
容
を
大
変
わ
か
り
や
す
く
聴

く
こ
と
が
で
き
、
労
働
組
合
の

持
つ
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
講
演
で
し
た
。
学
ぶ
こ

と
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
た
閉
講

式
で
し
た
。（

記

地
本
執
行
部
）

愛
知
県
知
事
は
12

月
１
日
任
命
と
な
る

第
46
期
愛
知
県
労
働

委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
公
表
し
ま

し
た
。

労
働
者
委
員
が
17

期
（
34
年
）
連
続
し

て
連
合
独
占
と
な
る

だ
け
で
な
く
私
た
ち

が
要
求
し
た
労
働
法

学
者
も
入
っ
て
い
ま

せ
ん
し
、
女
性
委
員

の
少
な
さ
も
改
善
さ
れ
お
ら
ず

問
題
ば
か
り
の
任
命
で
す
。

全
国
一
般
愛
知
地
本
は
書
記

長
を
推
薦
し
立
候
補
し
て
い
ま

し
た
。

【
愛
労
連
抗
議
談
話

抄
】

11
月
30
日
、
愛
知
県
は
第
46

期
愛
知
県
労
働
委
員
会
委
員
の

名
簿
を
発
表
し
た
。
今
回
も
ま

た
７
人
の
労
働
者
委
員
全
員
が

「
連
合
愛
知
」
独
占
で
、
「
連

合
」
に
所
属
し
な
い
愛
労
連
や

ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し

な
い
中
立
労
組
を
排
除
し
た
。

１
９
９
９
年
５
月
の
名
古
屋
地

裁
判
決
で
は
「
労
働
組
合
運
動

に
お
い
て
運
動
方
針
を
異
と
す

る
潮
流
・
系
統
が
存
在
す
る
以

上
、
労
働
者
委
員
の
構
成
に
お

い
て
は
多
様
性
を
有
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
、｢

今
後
は
よ
り

多
く
の
労
働
者
に
支
持
さ
れ
る

合
理
的
選
択
を｣

と
是
正
を
求
め

て
い
る
。
こ
の
判
決
を
受
け
て

、
全
国
で
「
連
合
」
独
占
が
改

め
ら
れ
、
現
在
で
は
中
央
労
働

委
員
会
と
１
１
都
道
府
県
（
北

海
道･

宮
城･

長
野･

東
京･

埼
玉･

千
葉･

神
奈
川･

京
都･

大
阪･

和

歌
山･

高
知
）
で
非
連
合
の
委
員

が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
組
織
の

大
小
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

、
幅
広
い
系
統
か
ら
選
任
を
す

る
と
い
う
知
事
と
し
て
の
民
主

的
な
判
断
で
あ
る
。
名
古
屋
地

裁
判
決
を
直
接
受
け
た
愛
知
県

知
事
が
旧
態
然
た
る
不
公
正
な

任
命
を
ま
た
も
や
繰
り
返
し
た

こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、

激
し
く
抗
議
す
る
。

労
働
者
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る

労
働
委
員
会
を
取
り
戻
す
た
め

の
選
任
を
求
め
て
き
た
。

こ
の
要
求
は
、
①
タ
ク
シ
ー

業
界
最
大
手
の
第
一
交
通
に
よ

る
組
合
つ
ぶ
し
事
件
を
は
じ
め

、
い
く
つ
か
の
事
件
で
愛
労
委

判
断
を
中
労
委
や
最
高
裁
が
覆

す
な
ど
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
判

断
を
愛
労
委
が
し
て
い
る
こ
と

、
②
公
益
委
員
自
身
か
ら
知
事

の
選
任
に
対
す
る
皮
肉
交
じ
り

の
コ
メ
ン
ト
が
さ
れ
る
な
ど
の

異
常
な
事
態
が
あ
る
こ
と
、
③

数
々
の
不
当
労
働
行
為
と
た
た

か
っ
て
き
た
労
働
組
合
や
弁
護

士
の
中
で
は
、
愛
労
委
を
頼
り

で
き
ず
に
裁
判
に
訴
え
る
こ
と

が
増
え
お
り
、
そ
の
信
頼
を
失

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
選
任
結
果
は
、
い
ま

救
済
を
求
め
て
い
る
労
働
者
・

労
働
組
合
に
と
っ
て
は
不
安
で

し
か
な
い
し
、
新
た
な
救
済
申

立
を
躊
躇
す
る
事
態
も
生
ま
れ

か
ね
な
い
。
「
知
事
は
救
済
を

求
め
る
労
働
者
の
声
が
聞
こ
え

な
い
の
か
」
。
愛
労
連
は
、
こ

の
任
命
に
断
固
抗
議
の
行
動
を

お
こ
な
い
不
当
任
命
の
撤
回
と

愛
労
委
の
機
能
回
復
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

12
月
１
日
付
事
務
局
長
談
話
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昨年開催できなかった”旗開き”については新型コロナウイルス

感染状況を見て判断しますが、開催予定です。よろしく！

またも愛労連排除の不当な県
労働委員会委員の選任！


